
● 研究の目的 ●
国際理解教育ついて、参加型学習のフォトランゲージ、イメージアップ、ランキングなどを取り入れて、生徒自身が

考え、問題解決ができる授業の方法がある。しかし、高等学校において大量の情報量を多様な考え方をもった生徒に対

して、国際理解教育の問題解決学習には不十分な部分もある。そこで、より効果的な学習方法としてディジタルコンテ

ンツを活用し、生徒の多様性に対応した、授業実践を行い、その成果を検討する。

● 研究の経過 ●
１　JICA中国教師海外研修

教師海外研修の日程は、2007年７月28日〜８月11日で、ガーナの滞在日数は12

日間であった。研修には中国地方の教員12名、JICA職員、社団法人青年海外協力

協会職員、毎日新聞記者の15名が参加し、現地では青年海外協力隊員３名の同行

があった。

また、研修の内容としては、青年海外協力隊員が任務している小中学校、短期

大学、教員養成校、病院などを訪問して、隊員の活動を視察したり、小中学生お

よび教員との交流と情報交換を行ったりした。その他に、ホームビジットで現地の家庭の様子を視察した。

２　ガーナにおけるJICAの活動

2007年現在、JICAのガーナ事務所では、30周年を迎え、延べ900人が派遣されている。ガーナでは青年海外協力隊

とシニア隊員を中心に106名が活動している。経済成長を通じた貧困削減を方針として、具体的には地方農村部の活

性化、産業育成をサポートしている。

青年海外協力隊は、現地の人々と生活をともにし、農業や水産業、教育、医療など自分のもつ技術を生かして、幅

広い分野で技術指導や開発事業への協力を行っている。応募年齢は20〜39歳で、現職の教員としての参加もある。シ

ニア海外ボランティアは、開発途上国の未来のために豊かな知識や経験を生かしたいと志望する40〜69歳までの中高

年者が対象となり、定年退職後に応募する人々もいる。今回の研修では、11人の隊員の活動を視察したり、聞き取り

をしたりすることができた。それらの人々から受けた印象として、青年海外協力隊の人たちは、自分探しやチャレン

ジといったことで応募した人が多く、また、シニア海外ボランティアの人たちは、国際貢献ということを強く意識し

ているように感じられた。どちらにしても、現地の人々と生活をともにして任務している大変な状況が理解できた。

３　教材収集とディジタルコンテンツの作成

JICA中国の教師海外研修（ガーナ）に参加し、現地小学校での児童へのアンケート、青年海外協力隊員へのイン

タビュービデオ、ガーナの自然・産業・人々など全般的な写真、ガーナ大学のブックストアで購入した書籍など多数

の教材の元となるものを収集した。ビデオは、参加教員のうち２名が係となり、撮影したものである。内容は青年海

外協力隊員のインタビュー、ガーナの人々の暮らし、都市や村落の景観などである。全体でDVD-Rで17枚という大

量のデータである。今回の研究では、特に青年海外協力隊員やJICA現地スタッフの発展途上国への思いや考え方を

ビジュアルに伝え、発展途上国の現状や国際貢献について考えさせる方法としてディジタルコンテンツを作成した

（図１）。なお、このディジタルコンテンツはMicrosoft PowerPoint とWindows Media オーディオ/ビデオ ファイル

のビデオをリンクさせて、Microsoft PowerPoint スライド ショー形式に保存したものである。

この研究により、次の２つを期待した。まず、生徒がそれぞれコンピュータを操作し、学習を進めて、興味のある

分野を見ていくといったディジタルコンテンツの活用システムのもとで、効果的に国際協力の課題を見いだし、解決

に向けた方策を考えることができる。次に、全体として大量のデータがある場合においても、個々の興味関心に応じ

てコンテンツを選択し、考察することができる。

ディジタルコンテンツを活用した
国際理解教育の教材開発と実践
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図１　配布用のディジタルコンテンツ
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４　授業実践

授業は、地歴公民科の地理Bにおいて45分授業１回使い、「現代世界の地誌的

考察」の項目で、地形・気候・農業・民族などと関連させながら扱った（図２）。

コンテンツの内容は図３のようになっており、「JICA」「青年海外協力隊」「シニ

ア海外ボランティア」などについて簡単な内容を理解したのち、興味関心のある

協力隊員やJICAスタッフのインタビュービデオ、活動紹介ビデオを視聴する。

その後、「ガーナについて」、「国際協力について」、「協力隊員について」、「ディ

ジタルコンテンツについて」の各項目に対して簡単なレポートをするという

ものである。なお、このディジタルコンテンツの容量は、ビデオを多数含ん

でいることから約２ギガバイトである。これを、校内の公開用ネットワーク

のファイルサーバーに置いて、それぞれの生徒がそのファイルを開いて見る

という形式で実践した。

● 研究の成果 ●
授業の最後に、簡単なレポートを書かせた。表１は生徒の授業レポートをま

とめたものであり、それから研究成果について考察する。「ガーナについて」

という項目では、動画や説明の効果もあり、人々の生活ぶりや地域の景観を感

じ取ることができている。ただ、「衣服があるのに驚いた」という意見があり、

アフリカを自分のあるイメージで捉えているようで残念である。この授業以前

に基礎的な知識をより学習させる必要を感じた。「国際協力について」という

項目では、ほとんどが前向きで発展的な意見で、日本国内で行う国際協力と現

地で行う国際協力の２つに分けることができる。また、援助のあり方を考える

生徒もあった。「協力隊員について」という項目では、基本的な協力隊の内容

を理解した上での意見が多数であった。「ディジタルコンテンツについて」と

いう項目では、一部のパソコンの不具合が発生したものの、ビデオ映像での理

解度の深まりがあった。これらの

ことから期待した成果をほぼ達成

できたと考える。

● 今後の課題 ●
図１のようにディジタルコンテ

ンツをDVDに収め、希望する生

徒やJICA中国に配布した。自分

自身が今後の授業の中で活用し、

また、他の方々にも活用していた

だけるように努力したい。本研究

では、協力隊員の活動を中心に国

際協力を考えさせる教材づくりを

行ったが、他の多数のデータがあ

り、それらを使った教材づくりも

行いたいと考えている。

（執筆者：森　泰三）
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図３　ディジタルコンテンツの構成

１．ガーナについて
外国の人を快く受け入れているように見える。
衣服があるのに驚いた。
学校に通っている子供たちが思ったより多かった。
国際的に発展途上でも、学校だけみるとすごく楽しそうだった。みんな生き生きしている。そんなガーナが
うらやましい。
思っていたより、人々が活気にあふれていた。
ガーナと日本との違いは、経済面や大都市の大きさ以外、あまりないということに驚いた。

２．国際協力について
募金やボタンティアをしたいと思った。
募金をしたり、衣服などを送りたいと思った。
先進国に住んでいる私としては、ボランティアや寄付などを通じて協力したい。
参加してみたいと思った。
アフリカでちゃんと自立できた国が一つでもできたら、そこから、どんどん発展していけると思う。
発展途上国の国々に協力、たくさんふれあって活動できることってすばらしいと思った。自分の国にない発
見がたくさんできると思う。
お互いの文化をよく理解していないといけないと思う。
援助というものはあくまで、その現地の人が技術や能力を受け取り、自分たちの力で活動するのだなと思った。
自分の技術や知識が外国で役に立てたらいいなと思った。
言語が違うから大変だなと思うけど、行ってみたくなった。

３．協力隊員について
自分の人生を人のために使えるのはすごい。
他の国のために、全力を尽くして活動できるのってすごい。でも英語が苦手なので、大変だと思うが、やり
がいのある仕事だと思った。
積極的に参加していて楽しそうだったので、してみたと思った。
青年海外協力隊は20〜39歳までで、シニアもあるので、自分も生かせる分野などがあれば、行ってみたい。

４．ディジタルコンテンツについて
パソコンの調子が悪かった。
現地の様子がよくわかるのでよかった。
現地の映像をみることができるので、印象に残りやすい。
動画があってよかった。

表１　生徒のレポート

図２　授業の様子
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